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序 

 
 茨城県教育委員会では、県内の中世城館の保護・保存と活用についての基礎的資料を得る
ことを目的として、平成 30年度より 5か年にわたり、茨城県中世城館跡総合調査を実施し
てまいりました。本書は、その成果をまとめた報告書です。 
 調査の結果、1000 か所以上に及ぶ城館跡等の所在を確認しました。従来より知られてい
た、県内各地域の文献や伝承に残る城館跡や、調査で新たに発見した城館跡など、数多くの
城館跡を特定しその現状を把握できたことは、本調査の大きな成果といえます。 
 本県は、中世以来、佐竹氏や小田氏、真壁氏などの群雄が割拠し、目まぐるしくその勢力
図が塗り替えられた場所であります。そのような時代の中で、城館は戦術的・戦略的な拠点
となったばかりでなく、統治の中心や武士の生活の場として機能し、その形態には山城や平
城など様々なものがあります。本書では、可能な限り説明文と縄張図を掲載し、城館跡の往
時の姿をイメージできるものとしました。 
 調査の実施にあたり、専門委員の先生方からは常に的確な指導・助言を賜りました。調査
員の皆様には、公私共々お忙しい中にもかかわらず、現地踏査や測量、文献調査など、地道
な調査を進めていただきました。本書は、調査に携わった全ての皆様の中世城館への熱意が
込められたもので、唯一無二の存在であります。本書が、茨城県における中世城館跡の基礎
資料となるばかりでなく、本県の中世史研究の深化に寄与できるものと確信しております。 
 最後になりましたが、本調査にご参加いただいた専門委員、調査員の皆様、多大なご協力
をいただいた市町村教育委員会をはじめとする関係諸機関、そして調査にご協力いただい
た地元の方々に対し、心より感謝を申し上げます。 
 
 
 令和５年３月 
 

茨城県教育委員会  

教育長 森作 宜民  

 



例   言 

 
１ 本書は、茨城県教育委員会が平成 30年度から令和４年度にわたり、国庫補助を受けて
実施した、茨城県中世城館跡総合調査の調査報告書である。 
２ 本書には、茨城県内に所在する中世城館跡の調査成果を掲載した。 
３ 調査は、茨城大学人文学部高橋修教授を委員長とする、茨城県中世城館跡総合調査委員
会を組織し、各専門委員および調査員が分担して行った。 

  報告書作成は、各専門委員、調査員および事務局が分担して行った。なお、報告書の編
集は事務局が行った。 

  委員会の構成員や調査協力者等については、調査の概要を参照されたい。 
４ 今後、本書に掲載している縄張図を転載する場合には、本報告書名に加えて作図者名を
明記することを条件とする。 

 



凡   例 

  
掲掲載載順順  
城館跡等の掲載順については、分布図の掲載順を考慮し、「県北地区」、「県央地区」、「県西地区」、
「県南地区」、「鹿行地区」の順とした。 
  
城城館館跡跡等等のの一一覧覧表表  
１ 作成にあたっては、調査によって確認された情報と各市町村教育委員会等から提出された
調査カードの情報に依拠する。 
２ 一覧表の区分について 
(1)  「城館跡」は、堀や土塁等によって区画された一つ以上の曲輪を有するものとし、「0001」
から４桁の通し番号を付した。 

(2） 「城館関連遺跡」は、明確な曲輪を有しないが、城館に関連するとみられる遺構を意味
し、「K001」のように通し番号を付した。 

(3) 「城館等伝承地」は、遺構は確認できないが、城館に関する伝承が残る土地を意味し、
「D01」のように通し番号を付した。 

(4) 「所在不明城館」は、史料や伝承により、城館が存在したことは知られるが、その所在地
が不明なものであり、「F001」のように通し番号を付した。 

３ 一覧表の各項目について 
(1)  「名称」は、原則として、城館名が埋蔵文化財包蔵地名として周知されている場合には、
その名称を使用した。包蔵地名が「○○遺跡」のように城館名でないものについては、城
館名がある場合にはその名称を使用した。ただし、城館名がない場合や、城館名はあるが
「○○遺跡」のような包蔵地名が一般的に使用されている場合は、包蔵地名のままとした。 

(2)   「ふりがな」は、原則として埋蔵文化財包蔵地として周知されたものを振った。よって、
「館」には「やかた」、「たて」が混在する。 

(3)  「別称」は、「名称」とは別に使われている呼称のことであるが、「名称」として取り上げ
た呼称に対して従属的な呼称を意味するわけではない。 

(4)  「所在地」、「伝承地」、「推定地・候補地」は、市町村名、大字名を原則とし、小字が判明
したもの、特に城館に関連するとみられるものは小字名も記した。 

(5)  「座標」は、主郭、あるいは、城域の中心付近地点の緯度、経度を 10進法で示した。 
(6)  「地図番号」は、該当する図幅の索引番号で、各図の右肩に記載された番号を示す。 
(7)  「立地」、「現況」、「残存遺構」は、該当項目欄に「〇」で示し、「その他」は必要に応じ
て記載した。 

(8)  「立地」は、城館の立地する地形を次のような視点で区分し、該当する欄に○で示した。 
ア「平地」は、低地、あるいは、台地上の平坦な土地に立地するもの。 
イ「丘陵・台地」は、丘陵や台地縁辺部に立地するもの。 
ウ「山地」は、山の頂部や尾根上に立地するもの。 

(9)  「残存遺構」は、調査で確認されたものや、各市町村教育委員会等により確認され調査カ
ードに記載されたものを該当欄に「○」で示した。なお、「曲輪」、「堀」は、それぞれ、「帯



曲輪」や「腰曲輪」、「竪堀」や「堀切」等を含む広義の意である。 
(10) 「県包蔵地番号」は、埋蔵文化財包蔵地として周知され、県に登録された番号である。 
(11) 「指定」は、指定史跡である。国指定史跡は「国」、県指定史跡は「県」、市町村指定史跡
は、「市」・「町」・「村」と表示した。 

(12) 「概要」では、「主要な城館跡及び城館関連遺跡」に記載したものは、「本文掲載」と表示
し、それ以外のものについて、調査カードに記された情報や調査で得られた情報をまとめ
たものである。築城者や築城年代などが不明のものは、「来歴不明」とした。 

(13) 「発掘調査報告書番号」は、付属 DVDに収録された「茨城県内発掘調査例総括表」の
通し番号を記した。 

 

主主なな城城館館跡跡とと城城館館関関連連遺遺跡跡 
１ 一覧表に掲載された城館跡及び城館関連遺跡のうち、主なものを、政治的重要性、城館の
規模と構造、遺構の残存状況等を基準に抽出し、調査員が分担して執筆した。 
２ タイトル行には、左から一覧表の城館番号、名称、所在地の大字までの住所、現況、別称
（ある場合）、地図番号の順に掲載した。 
３ 執筆内容は、立地、城館の構造、残存遺構、築城者、築城年代、来歴、伝承等を中心に記述
した。文中の城館名には（ ）で城館番号を示した。 
４ 各執筆者を文末に（姓のみ）で示した。（氏名は、「Ⅱ 調査の概要」参照。） 
５ 参考文献、出典等は、「Ⅲ ４ 参考文献」に一括して掲載し、文中では（著者名 西暦）
あるいは、（『書名等』）で示した。なお、頻出するものは次のように略称で示した。 

  『図茨』：茨城県城郭研究会編 2006『図説 茨城の城郭』図書刊行会 
  『茨改』：茨城県城郭研究会編 2017『改訂版 図説 茨城の城郭』図書刊行会 
  『続茨』：茨城城郭研究会編 2017『続 図説 茨城の城郭』図書刊行会 
  『茨３』：茨城城郭研究会編 2022『図説 茨城の城郭 ３ 県北編』青木義一 
  『常中』〇：茨城大学中世史研究会『常総中世史研究』第〇号 
６ 各城館の解説には、必ず縄張図、測量図、その他の図（実測図、概念図、復元図、古絵図な
ど）を付した。 
７ 過去の調査で既に公表されている縄張図等を使用する場合は、著作権者の許可を得て出典
を示し転載した。その際、著作権者の許可を得て図中の内容・記号等を加筆・修正した。 
８ 縄張り調査に際しては、調査方法を統一せず、各調査員がそれぞれ独自に、歩測あるいは
測量機具を用いて実施した。 
９ 図のキャプションは、枠外下部に、城館名・作成者名・調査日・出典（転載の場合）の順に
示した。 例）水戸城跡縄張図 茨城太郎 2023.10.10（『茨城 2001』より転載） 

10 図の縮尺は、ページレイアウトの都合上統一せず、図中に長さの基準を表示した。 
11 古絵図以外の図には方位を示した。なお、図中の方位北は真北を示す。 
12 図中の高度値は標高を示す。 
13 図中の地名は小字を示し、カタカナ書きの地名は俗称地名を示す。 
14 図中の曲輪（及び曲輪群）には、便宜上、解説のための番号をローマ数字で「Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
…」のように振った。また同様に、各遺構には、アルファベットで「A・B・C…」「a・b・c
…」のように振った。 



図中の各遺構は、原則として下図のように表現した。ただし、作成者により表現が異なる場合
もある。 
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ⅠⅠ  序序論論  

 
「総合調査」の意義―〔分布と縄張り〕の断絶と継承― 

 
茨城県中世城館跡総合調査委員会委員長 高橋 修 

 
「茨城県中世城館跡総合調査」は、県内の中世城館跡について、その分布や遺構の範囲を、現
地調査及び文献や地名等の精査を総合的に実施することにより正確に把握し、その保護と活用を
図るための基礎データを構築することを目標としている。特定の城館跡の構造や特質について歴
史学的・考古学的に考察を深めることを直接の目的とするわけではなく、県域という地理的な広
がりの中で、城館跡を網羅的に拾い出し、個々について遺構の範囲を確定・推定することに主眼
を置いた。 
太平洋に面し、内陸に広大な内海が広がり、北部には八溝山系の山並みが張り出す、バラエテ
ィに富んだ地形環境をもつ茨城県域には、中世、それを利用した大小さまざまな城館が数多く構
築された。旧国や県の単位で、あるいは郡域、市町村域において、その地域的な分布と縄張りを
悉皆的に把握しようとする努力は、近世以来続けられてきた。「茨城県中世城館跡総合調査」も、
そうした調査・研究の成果を批判的に継承するものであり、ここではそれを学説史として概括し、
序論に替えたい。 
 歴史研究が盛んな水戸藩の内外では、早くから優れた地誌がまとめられている。その中には藩
領内の城郭跡に関心を向けたものも少なくない。その到達点が、中山信名・色川三中らによる『新
編常陸国誌』第七巻の「城地」「古城」「館址」であることは間違いないが（宮崎報恩会版、常陸書
房、1969 年）、そこでは個々の城館の沿革に主たる関心が向けられており、多くは立地や縄張り
にまでは筆が及ばない。そうした中で、近世に遡る成果として「松岡地理誌」の存在は特筆され
る（北茨城市史編さん委員会編『北茨城市史』別巻２ 1984年）。同書は、江戸時代後期に寺門義
周の手で編纂された松岡藩領に関する地誌で、領内 23ヶ所の中世に遡る城館跡が、縄張りを的確
に捉えた平面図とともに紹介されている。 
 近代に入り、地域の武士の足跡が顕彰される中で個々の城館跡に関する関心が薄れることはな
かったが、城郭の分布や縄張りに関して新たな調査成果が現れるのは、昭和に入ってから後のこ
とである。現常陸太田市生まれの小説家・郷土史家の川崎春二が、県北の城館跡の構造を独自の
手法による縄張図に記録し、「常陸奥七郡城館図」を残した。昭和 20年代中頃から昭和 44年（1969）
に没するまでの間に、川崎は 197件の城館跡の縄張図を作成している。川崎は出版を計画してい
たようだが、当時の社会的関心は低く断念、「常陸奥七郡城館図」はそのまま埋もれることとなっ
た。特に高度経済成長期の開発により失われた城館跡の縄張図を多数含む「常陸奥七郡城館図」
は、近年、五十嵐雄大・山川千博による現地比定の成果が公表され、ようやく利用に便宜が図ら
れている（「川崎春二『常陸奥七郡城館図』に見る中世城館」『常総中世史研究』７、2019年）。 
このように川崎の調査成果が直ちに継承されることはなかったが、1979年には『日本城郭大系』
４〔茨城 栃木 群馬〕（新人物往来社）が刊行された。同書には 529件の城館遺跡の分布が地図上
にプロットされ、そのうち 129件について解説が付けられている。さらに 53件については、縄張
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図や実測図、概念図、航空写真等で縄張りや遺跡の範囲が明示された。県域という規模で城館遺
跡について、分布と縄張りの集成がはじめて企図された意義は大きい。 
この頃より、県下でもいわゆる「自治体史ブーム」が本格化する。市町村ごとに城館遺跡の調
査が進み、その成果が自治体史本編の中に収録されている。地元にゆかりの武将の旧跡として、
地表面観察や伝承に基づく紹介にとどまる場合もあるが、城館の縄張りや分布が図化されている
場合も多い。それが城館跡を住民が遺跡として認識するため、一定の役割を果たしたことは間違
いない。特に常陸太田市史編さん委員会編『佐竹氏関連城館』（1984年）、龍ケ崎市教育委員会編
『龍ケ崎市史』別編 2〔龍ケ崎の中世城郭跡〕（1987年）、関肇（八郷町）編『八郷町の中世城館』
（2000年）、真壁町歴史民俗資料館編『真壁町の城館』（ふるさと真壁文庫５、2002年）等、自治
体史編さんの中で取り組まれた調査成果が、単行本のかたちで刊行される場合もあった。この「茨
城県中世城館跡総合調査」もこうした各市町村による自治体編さん事業により、市町村ごとに集
成された城館跡の情報を土台としている。 
なお 1985 年、文化財保護行政の立場から、茨城県教育庁文化課も『重要遺跡調査報告書』Ⅱ
〔城館跡〕を刊行している。組織的に城館跡を遺跡として把握する事業に取り組むのは、県とし
て初めてのことであった。250ヶ所の城館跡が、多くは簡単な平面図を付して紹介されているが、
すでに『日本城郭大系』や自治体史が公表している縄張図から退化した図が掲載される場合も散
見され、調査の精度には課題を残した。 
 1980年代以降、自治体史が次々と刊行される一方で、開発による城館遺跡の破壊が進み、記録
保存のため行われた発掘調査の成果が報告書として続々と公表されるようになる。時間や予算の
制約、調査主体や担当者の関心の濃淡により、その精度はまちまちだが、調査された城郭の構造
が学術的に客観性の高いデータで示された。それは地表面観察等により城館跡を認識し、分布や
縄張りを推察する上でも確実な指標となっている。ここでその達成を一つ一つ検証する余裕はな
いが、それがこの「茨城県中世城館跡総合調査」のもう一方の土台となっている。なお真壁城跡
や小田城跡では、国の史跡化に伴う、史跡公園整備のための本格的な発掘調査が継続的に実施さ
れた。県内においても、こうした大規模な拠点的城郭の全体像が、考古学的な調査成果として示
されたことの意義は、言うまでもなく大きい。 
 2000年代に入ると、民間の城郭研究者による情報発信が活発化する。インターネットを活用し、
膨大な量の縄張図や概念図が公開されるようになった。そこには従来、研究者や自治体が把握さ
えしていなかった城館跡に関する情報が豊富に含まれており、県下の城館遺跡の分布や広がりに
ついて、その全体像が浮かび上がってきた。茨城城郭研究会による成果は、2006年の茨城城郭研
究会編『図説 茨城の城郭』（国書刊行会、改訂版 2017年）を皮切りに、同編『続 図説 茨城の城
郭』（国書刊行会、2017年）、同編『図説 茨城の城郭』３〔県北編〕（青木義一 2022年）として、
次々に刊行されている。 

2014年度から 2019年度にかけて、茨城大学中世史研究会は「那珂市中世城郭遺跡分布・縄張
調査」に取り組んだ。宅地開発が進む那珂市域で、遺跡としての範囲が不明確であるため十分と
は言えない発掘調査だけで次々に城館跡が破壊されていく現状を見かねた五十嵐雄大・山川千博
による問題提起を受け（「那珂市域における中世城郭遺跡の分布状況」『常総中世史研究』２、2014
年）、危機感を共有する那珂市教育委員会とともに立ち上げられた調査事業で、地区ごとの「調査
報告」が５回に分けて『常総中世史研究』誌上に連載されている（３～７、2015～2019 年）。す
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でに優れた縄張図が公表されていた額田城や南酒出城のような大規模城館は除外し、中小規模の
埋もれた城館跡を中心に 55ヶ所を現地で検証し、堙滅した遺跡の復元を含めすべて図化して報告
している。この分布・縄張り調査の問題意識や手法は「茨城県中世城館跡総合調査」にも継承さ
れている。 
５年間にわたる「茨城県中世城館跡総合調査」により、茨城県内には 1135ヶ所の中世城館跡が

所在することが確認された。その中の 673ヶ所については、新たに遺構の範囲（遺構が広がる可
能性のある範囲）が検討され、図化されている。この調査により、郷・村の中で、さらに郡・荘や
領主の支配領域といった、より広い面的広がりの中で、城館跡を「城郭群」としてとらえ比較・
検討することが可能になるだろう。重要な城館跡について遺跡の範囲が縄張りとして明示された
ことは、各自治体におけるその全体像の把握や保存・整備に向けた取り組みに、基礎資料を提供
するものである。 
茨城県下においては、例えばすでに江戸時代の学者が把握していた城館跡が、現代の埋蔵文化
財の包蔵地からは漏れていたり、あるいは自治体の刊行物に載せられた縄張図が既存の図面より
も退化していたりと、特に中世遺跡に関しては先行する調査・研究の成果の検証と継承が、十分
だったとは言えない。このようなかたちで集成された「茨城県中世城館跡総合調査」の成果を批
判的に継承することにより、常陸・北下総地域の中世城館跡の研究が一層の進歩を遂げ、遺跡と
しての保存・活用が促進されることを期待したい。 
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ⅡⅡ  調調査査のの概概要要  

 
１ 調査目的 

   北関東の中世の城館は、石垣や石積みがほとんどみられず、掘削や盛土などの土木工事に
より堀や土塁・切岸などの防御施設を造作しているため、時間の経過により土塁は崩れ、堀
は埋まってしまう。さらに、森林に覆われてしまえば、その所在を認知することは難しくな
る。遺構の範囲が不明瞭であるため、調査・保護の手が届くことなく、開発行為に伴い破壊
されてしまう場合もある。 
こうした現状を改めるため、県内の中世城館跡について、遺構の所在・構造・現況・範囲
等を悉皆的に調査し、さらに古文書・古絵図・地名・伝承等の資史料で裏付けることによっ
て、新たな歴史的遺産としての価値を掘り起こし、遺跡としての保存・整備・活用のための
計画策定や、新たな史跡指定に向けた基礎的資料の整理を図ることを目的とする。 

  ○ 県内全域にわたり、中世に所在した城館跡、及びこれに類する遺構について現地踏査・
測量調査等を実施し、基礎的な資料の収集と実態の把握を行う。 

  ○ 調査事業を通して、中世城館跡と周辺に残る文化的所産を明らかにすることにより、今
後の保存と活用を図るための基礎的な資料とする。 

  ○ 調査事業及びその成果をもとに、中世城館跡とその周辺における歴史的環境等の見直し
を行い、歴史的遺産としての保存・活用及び普及啓発活動に役立てる。 

 
２ 調査対象 

   県内全域（県北地区、県央地区、県西地区、県南地区、鹿行地区の５地域に区分すること
を基本とするが、当時の各氏族・勢力の支配領域にも配慮する） 
ア 中世に所在した城館及びこれに付属する施設等 

   イ 中世城館に関する古文書、地誌、地図、地積図、文献資料等 
   ウ 中世城館に関連する地名等 
 
３ 調査内容 
中世城館跡の現況・遺構の確認、城館跡の構造・城館跡を含む歴史的景観の復元、城館跡
に関する歴史的背景の調査 

  
４ 事業主体 

   茨城県教育委員会 
 
５ 協力機関 

   各市町村教育委員会 
 
６ 調査期間 

   平成 30年度～令和４年度の５年間 
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７ 調査方法 
(1) 基礎調査（遺構の把握） 
○ 城館跡の分布状況を把握（市町村に調査依頼）し「中世城館跡調査カード」を作成 
○ 城館跡に関わる既発表の縄張図等の収集・整理 
○ 報告書・関係論文の収集・整理 

   ○ 城館跡に関する地名・伝承等の調査 
○ 確認調査：城館跡の所在についての確認 

(2) 詳細調査（遺構調査） 
   ○ 縄張り図の検証・作成及び写真撮影等 
   ○ 城館跡の遺構範囲の確定 

(3) 文献等調査 
   ○ 城館跡に関する文献・古文書の収集・解読 

○ 古絵図等の収集 
 
８ 調査組織・体制 

  (1) 調査委員会 
    調査全般に係わる総括的な指導を受けるために、茨城県中世城館跡総合調査委員会設置

要項に基づき、茨城県中世城館跡調査委員会を設置する。調査委員会は、専門委員及び調
査員により構成し、互選により委員長１名を選出する。 

  (2) 専門委員 
    専門的知識を有する学識経験者に、県教育委員会が委嘱する。調査全般において中心的

役割を担うとともに、担当する分野の調査に対し総括的な指導を行う。また、報告書の編
集及び執筆を行う。 

  (3) 調査員 
    専門委員の推薦等により、県教育委員会が委嘱する。調査員は、現地調査、詳細調査、

史資料の収集等を行い、報告書の執筆を担当する。 
 
【専門委員】 

   高橋  修  茨城大学人文社会科学部     
佐々木倫朗  大正大学文学部 
阿久津 久  元茨城県埋蔵文化財指導員    
竹井 英文  東北学院大学文学部歴史学科 
 

【調査員】（所属等については委嘱時のみ掲載） 
   山口 憲一  常陸太田市教育委員会      

森木 悠介  東海村立図書館 
山川 千博  大田原市教育委員会       
藍原  怜  那珂市歴史民俗資料館 
須貝 慎吾  仙台市教育委員会        
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青木 義一  茨城城郭研究会 
関口 慶久  水戸市埋蔵文化財センター  
額賀 大輔  笠間市教育委員会 
田村 雅樹  公益財団法人茨城県教育財団  
山縣 創明  茨城県立水戸第一高等学校 
五十嵐雄大  茨城城郭研究会  
内田 勇樹  鹿嶋市教育委員会 
比毛 君男  上高津貝塚ふるさと歴史の広場 
前川 辰徳  茨城大学中世史研究会 
飛田 英世  茨城県立歴史館  
岡田 武志  茨城城郭研究会 
本田 信之  小美玉市教育委員会  
広瀬季一郎  つくば市教育委員会 
木本 挙周  牛久市教育委員会  
千葉 隆司  かすみがうら市教育委員会 
中根 正人  筑波技術大学  
西山  洋  茨城城郭研究会 
宇留野主税  桜川市教育委員会  
大谷 昌良  筑西市教育委員会 
内山 俊身  茨城県立古河中等教育学校  
余湖 浩一  茨城城郭研究会 
佐藤 湧太  茨城大学大学院 
藤井 達也  水戸市立博物館 
遠山 成一  茨城城郭研究会 
越田真太郎  桜川市建設部 
小堤 捺貴  茨城大学大学院 
菊池 晶 茨城大学大学院 

【事務局（県教育委員会）】 
入野 浩美  文化課長（H30年度） 
市村 志保  文化課長（R元～R２年度） 

  田﨑 俊一  文化課長（R３年度） 
宮﨑  薫  文化課長（R４年度） 
飯塚 佳子  課長補佐（総括）（H30年度） 
仲野 祐二  課長補佐（総括）（R元年度） 
増子 靖啓  課長補佐（総括）（R２年度） 
宮尾  徹  課長補佐（管理担当）（H30年度） 

課長補佐（総括）（R３～R４年度） 
峯嶋啓一郎  課長補佐（管理担当）（R元年度） 
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𠮷𠮷澤 正貴  課長補佐（管理担当）（R２年度） 
吉田 信行  課長補佐（管理担当）（R３～R４年度） 
新黒 康司  主任（管理担当）（H30～R元年度） 

係長（管理担当）（R２～R３年度） 
井野場文晃  主事（管理担当）（H30年度） 

主任（管理担当）（R元年度） 
小澤 伸介  主任（管理担当）（R２～R４年度） 
武藤 尚子  係長（管理担当）（R４年度） 
芳賀 友博  課長補佐（埋蔵文化財担当）（H30～R元年度） 
松本 直人  課長補佐（埋蔵文化財担当）（R２～R３年度） 
齋藤 貴史  文化財保護主事（H30年度） 

課長補佐（埋蔵文化財担当）（R４年度） 
齋藤 和浩  文化財保護主事（H30～R２年度） 
舟橋  理  文化財保護主事（H30～R４年度） 
宇都木宏一  文化財保護主事（R３～R４年度） 
永井  敦  文化財保護主事（R４年度） 
栗原  悠  文化財主事（H30～R４年度） 

主任文化財主事（R４年度） 
加藤 千里  文化財主事（R元～R４年度） 
池田 晃一  主査（H30～R４年度）） 
吉原 作平  主査（H30～R４年度） 
原信田正夫  主査（R２～R３年度） 
飯島 一生  主査（R３～R４年度） 

(4) 調査協力者
下記の方々には、現地踏査や資料提供等において御協力を賜りました。篤く感謝申し上

げます。（敬称略） 

菊池 壮一  大野 地央  海老澤正孝  野内智一郎  高橋 宏和  
鹿野 貞一  丸山 弘美  鈴木 美治  齊藤 達也  寺崎 大貴 
物井 雅貴  平田 満男  間宮 正光  野口 潔彦  五十嵐敏之 
大竹 房雄（故人） 
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